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1.一般事項 
このファイルは発表論文のテンプレートです。著者はこのテンプレートを使用し、指示

に従ってください。本文は4ページ以下です。文字サイズは9.5pt、日本語フォントは「游明
朝体」、英数字は「Times New Roman」です。図1に示すように、用紙サイズはA4です。余
白は上下左右それぞれ25mm、25mm、15mm、15mmで、この余白で囲まれた部分が
「ページ領域」です。大きな図や表を除き、本文は用紙の左端から69mmインデントして配
置してください。このテキストを配置する領域が「テキスト領域」です。 
梗概は、発表会終了後に建築情報学生レビュー運営委員会からの指示による体裁程

度の軽微な修正をし、再提出をしていただきます。修正済みの梗概は「建築情報学生レ
ビュー梗概集(Proceedings of the Architectural Informatics Students)」に採録し、建築情報
学会のホームページにて公開します。なお、同じ内容を他の学会で発表・投稿しようとし、
本梗概の公開がその妨げとなる場合には非公開としますので梗概提出時に申し出てくだ
さい。 
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図 1. ページレイアウト（および通常の図の例）。 
 
表 1. 標準的な表の例 

Abc Def Ghi Jkl Mno Pqr 

I Ho 1 10 100 1,000 
Ro He 2 20 200 2,000 
Ha To 3 30 300 3,000 
Ni Chi 4 40 400 4,000 
 

 
図2. 幅広な図の例 

2. セクション見出し 
セクションの見出しは 游ゴシック Lightの太字で12ptとしてください.。 

2.1. 第2レベル見出し 
第2レベルの見出しは游ゴシック Lightの太字で 10.5ptとしてください。 

2.1.1. 第3レベル見出し 

第3レベルの見出しは游ゴシック Lightの太字で 9.5pt  

3. 各要素の配置 
ここでは、論文中の図、表、方程式の配置方法について説明します。 

3.1.図と表 

各図にはキャプションをつけ、本文中に引用してください。図表は本文中で最初に言及さ
れた順に掲載し、図表の番号は付録まで連番としてください。同様に、各表には1つの
キャプションを付け、表の上に掲載し、番号を付け、本文中で言及してください。図と表
は、領域の上部または下部に配置してください。 
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図や表の幅が本文エリア内に収まる場合は、図1や表1のように本文エリアの左側に配
置してください。図や表の幅が本文エリアの幅を超える場合は、図2や表2のようにペー
ジエリアと同じ幅で配置してください。 

3.2. 数式 

インラインの数式はa^2+b^2=c^2と記述してください。表示される方程式は次のように表
現してください、 

 𝑒𝑥 = 1 + 𝑥
1! + 𝑥2

2! + 𝑥3

3! + …,   − ∞ < 𝑥 < ∞. (1) 
  

Table 2. Example of a wide table. 

Abc Def Ghi Jkl Mno Pqr Stu Vwx 

I Ho 1 10 100 1,000 10,000 -1 
Ro He 2 20 200 2,000 20,000 -2 
Ha To 3 30 300 3,000 30,000 -3 
Ni Chi 4 40 400 4,000 40,000 -4 

4. 引用と参考文献の書き方 
著者は、本誌用に若干修正した IEEE 引用スタイル [1] で文献を引用しなければなり

ません。 
すなわち，各参考文献は本文中に最初に登場した順に列挙し，次のように引用しなけ

ればなりません：研究論文 [2]，[3]，[4]，会議論文 [5]，[6]，書籍全体 [7]，書籍の章 [8]，
学位論文 [9]，arXiv などのオンラインレポート [10]，オンラインコード [11]，オンライン
データセット [12]，ウェブサイト [13]，オンラインマニュアル [1]など．著者は，以下の参考
文献を参照し，それぞれの主要な情報源に対応する書き方を学ぶこと．著者の人数が4
人以上の場合，最初の3人だけを書き，それ以降の著者はet al.と略記してください。 

その他の出典の種類も含め、参考文献のスタイルについて詳しく知りたい場合は、[1]
を参照してください。 

謝辞 
必要であれば、著者はここに研究協力者等への謝辞を加えることができます。 

利益相反の申告 
著者は、本論文の研究、執筆、発表に関して、潜在的な利益相反がないことをこ

こに宣言しなければなりません。 

資金提供 
必要な場合、著者は本論文の研究、執筆、および／または発表に関して、以下の

資金援助を受けていることをここに開示してください。 

補足資料 
著者は、必要に応じて、補足資料のリンクをここに追加することができます。 
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